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第一  法人経営 

  一 事業展開 

     真松之会は、高齢化社会において最も必要度の高い高齢者の居住の場（終の住居としての

役割）の確保、介護、リハビリ、生き甲斐、そして家族支援を行うため特別養護老人ホーム

和田堀ホームの運営を行うとともにその事業資産を活用し、短期入所生活介護事業(ショート

スティ)、認知症対応型通所介護事業(ディサービスセンター和田堀ホーム)並びに居宅支援事

業所和田堀ホームの運営を行い、杉並区民、都民の福祉向上という社会的役割を積極的に果

たしていく。 

 

  二 経営方針 

     第一の事業展開は、次の方針に基づき行うものとする。  

 ① 利用者本位のサービスを提供する。 

② 健全でしかも透明な経営を図る。 

     ② 苦情解決の迅速かつ的確な実施を図る。 

     ③ 適切な事業展開を図る。 

     ④ 第三者評価制度の活用を図る。 

 ⑤ 経営感覚の向上を図る。 

⑥ コンピューターを活用した効率的な業務への取り組みを行う。 

     三 施設運営理念 

① 一回しか経験のできない人生を楽しみつつ安らいで過ごせる施設 

           → 安全安心なサービス 

  ② いつでも、どこでも、誰もが最良の福祉サービスを受けられる施設 

          → 公平(機会均等)、適切、最良のサービス 

  ③ 現在まで国を支えてくださった方々に愛をもつて接することができる施設 

          → 個人の尊厳を保持するサービス 
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第二 特別養護老人ホーム和田堀ホーム 

 

 

特別養護老人ホーム和田堀ホームは、介護サ

ービス、生活相談、健康管理、食事サービス、

家政サービス、事務サービス、安全対策の７部

門のサービスの密接な連携のもとに、利用者が

安心していつでも最良のサービスを受けられる 

 

一 運営方針 

 

① 尊厳を保持し、利用者本位のサービスの提

供  

② 利用者が生活の場として美しく楽しく安全

で快適にすごせる施設づくり  

③ 利用者の心身状況に十分配慮した個別ケア

サービスの充実  

④ 重度化に対応するシステムの構築及び看取

りの実施 

⑤ 栄養ケアマネジメントによる利用者の栄養

管理、体調管理及び経口維持への工夫 

⑥ 「身体拘束 0作戦」への取り組み 

⑦ 家族・地域等施設外社会資源との連携  

⑧ 第三者評価結果を踏まえたサービスの向上 

⑨ 地域貢献活動の推進 

 

二 事務サービス部門 

 

(1) 運営会議 

 毎月第 2 水曜日に介護報酬状況、運営体制、

消防関係、各部門・委員会報告、その他必要に

応じて話し合いを行う。 

 

(2) その他の会議 

入所検討委員会・食事委員会･防災広報レク物

品美化委員会・感染症委員会・衛生委員会・

排泄褥瘡委員会・リスクマネジメント委員

会・安全対策部門会議・虐待防止検討委員会・

入浴委員会・フロア会議・デイ会議等。 

 

(3) 諸規程類その他 

 法改正等により必要に応じて変更。 

 

(4)採用計画 

 介護看護職員：入所者は令和 7年 2月末現在 

 以下の通りである。（法令用件は３：１） 

特別養護老人ホーム    ２．１： 1 

 

各サービスの目指すべき人員配置は下表の数値

となっている。 

令和 8年 3月末 

特別養護老人ホーム    ２．５： 1 

 

令和 9年 3月末 

特別養護老人ホーム    ２．７： 1 

 

① 令和 7年度の介護職純増目標値 

常勤換算で 7名 

②職員採用について 

 ・ホームページの強化 

 ・チラシの配布 

 ・ハローワーク等の活用 

 ・学校訪問 

 ・就職説明会等への参加 

 ・在職職員からの紹介活用 

 などを積極的に行っていく。 

 また、特定技能「介護」職員の採用を実施し、

令和 7年 2月に 2名入職、4月に 4名入職予定

である。 

 

(5) 職員育成 

 施設において最も重要な内部資源である職員

の育成なくして安定的・継続的経営はできない。 

①自らの業務に責任を持ち、安心安全なケアが

できる人材。また、そのためにどうしたら良い

か考え行動できる人材。 

②向上心を持って自ら関わり職域を広げられる

人材。 

こうした人材（人財）を育成するためには、 

主体性をしっかり教育することが必要となる。 

 

① 人材育成のための環境整備と研修機能の強

化の充実 

 ・内部研修 

  看取り、身体拘束等 

 ・外部研修 

  看取り等 
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②  サービスの質の向上 

 ・令和 7年度の受審した第三者評価を通じサ

ービスの質の検証を行うとともに、公表するこ

とによる法人の透明性、さらなる質の向上に向

けた職員意識の高揚を図る。 

 

(6) 職員健康管理 

① 定期健康診断を救世軍ブース記念病院に

依頼する。 

② 35 歳以上は協会けんぽ取扱いの生活習

慣病予防健診を行う。 

③  インフルエンザ予防接種実施する。 

④  夜勤勤務者の健康診断を救世軍ブース

記念病院に依頼する。 

 ⑤ 腰痛予防の勉強会及び腰痛問診を実施。

⑥ ストレスチェックの実施 

 ⑦ コロナ対策（日々の検温等） 

(7) 職員確保離職対策 

 休みやすい環境の整備 

 有給休暇 年５日の以上の取得 

 

(8) 防災対策 

 ①  消防訓練等 

 防災計画に基づき毎月防災訓練を行う。 

 地域防災応援協定に基づき実際に地域及び消

防署、杉並区との防災訓練に参加し、地域の防

災協力体制の強化を行う。 

  緊急災害時に備えて、自家発電機の試運転

及び補助燃料の確保を行う。 

（補助燃料：軽油 100ℓ） 

     

② 備蓄食品保有 

  食料品４.5日分・飲料水 ２０トン （入

居者 72名/職員 30名/近隣避難高齢者 48名分） 

 

(9) 広報 

 「みのり」2025.26 年 春・夏・秋・冬号発

刊予定。 

 

(10) 地域貢献事業 

 ・つながれひろがれ地域の輪 

 ・地域でのイベントへの積極的参加 

 ・納涼祭の活用 

 などを積極的に行っていく。 

 

(11) 収支計画 

① 経理分析を常に行い、経費節減等の改  

善策を着実に実行し、ホームの適切な経営管理

に努める。 

  

③ 令和７年度の予測収支は 240万円となる見

込みであることから各事業の計画上の成長

率を見込み下記の通り収支予算計画とする。 

 

和田堀ホーム

当年度予算額 次期予算額 増　減

介護保険事業収入 355,060,000 355,400,000 340,000

受取利息配当金収入 12,000 10,000 -2,000

その他の収入 1,460,000 1,300,000 -160,000

356,532,000 356,710,000 178,000

人件費支出 223,300,000 215,000,000 -8,300,000

事業費支出 59,580,000 56,700,000 -2,880,000

事務費支出 64,660,000 57,450,000 -7,210,000

支払利息支出 500,000 3,500,000 3,000,000

その他の支出 1,200,000 1,200,000

348,040,000 332,650,000 -15,390,000

8,492,000 24,060,000 15,568,000

設備資金借入金収入 0 0 0

設備資金借入金元金償還支出 0 0 0

固定資産取得支出 10,000,000 10,000,000 0

10,000,000 10,000,000 0

-10,000,000 -10,000,000 0

長期運営資金借入金元金償還寄附金収入 0 0 0

0 0 0

長期運営資金借入金元金償還支出 13,080,000 25,000,000 11,920,000

積立資産支出 1,300,000 1,300,000 0

14,380,000 26,300,000 11,920,000

-14,380,000 -26,300,000 -11,920,000

0 0

-15,888,000 -12,240,000 3,648,000

45,601,893 45,601,893 0

29,713,893 33,361,893 3,648,000

予備費支出（１０）

当期資金収支差額（１１）＝（３）＋（６）＋（９）－（１０）

前期末支払資金残高（１２）

当期末支払資金残高（１１）＋（１２）

そ
　
の
　
他
　
の
　
活
　
動
　
に
　
よ
　
る
　
収
　
支

収
入 その他の活動収入計（７）

支
　
　
出 その他の活動支出計（８）

その他の活動資金収支差額（９）＝（７）－（８）

収
入 施設整備等収入計（４）

支
　
　
出 施設整備等支出計（５）

施設整備等資金収支差額（６）＝（４）－（５）

資金収支予算計算書（案）

（自）令和7年4月1日　　　　　　（至）令和8年3月31日

勘定科目

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

事業活動収入計（１）

事業活動支出計（２）

事業活動資金収支差額（３）＝（１）－（２）

社会福祉法人　真松之会

収
　
　
入

支
　
　
出

 

 

 

 

 

三 生活相談・介護サービス部門 

 

  (1) 基本方針 

① 集団生活の中でも、できるだけプライバシ

ーが保持され自分らしく暮らせる生活の場の

実現 

② 安全で、できるだけ自由に生活できるよう

な援助の実現 

③ 家族やボランティアの方々などホーム外の

方にも理解されるホームづくり 

④  利用率は令和６年２月末現在７９．３％

となっており令和７年度は９２％。令和８

年度では９６％を目標とする。 
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(2) 排泄介助サービス 

① 利用者の羞恥心等の気持ちを十分配慮した

排泄介助を行う。 

② 原則として随時排泄介助とするも、定時排泄

介助は 20 時頃、5 時頃、8 時 30 分頃、   

14時頃、19時頃とする 

③ 尿意や便意を自覚できる方にはできるだけ

コールにより自立排泄を促すとともに、排泄

チェック表により一人一人の排泄状況を把

握し、自立排泄にむけた個別援助を行う。 

尿路感染「０」を目指し、各排泄時に陰部洗

浄の徹底。 

 

(3) 利用者援助及び生活の質を高めるた

めの取り組み 

 

① 援助の充実 

 各種マニュアルの整備や食事・入浴・排泄等Ａ

ＤＬに関する個別シートの援助方法を居室担当

を中心に会議等で検討し、個別援助の充実を図

る。 

各種勉強会を実施し、基本に立ち返りつつ職員

の啓発を行い、サービスの質の向上に努める。 

 

⑤  レクリエーション・行事の充実 

 令和6年度も感染症対策及び人材不足により

外部交流はほぼ行えなかった。しかし、おやつ

レクやフラワーアレンジメント等新たに開催し

たレクは 6 年度を通して定期的に開催できた。

納涼祭、敬老会はあきまつりとして実施し、施

設内での楽しんでいただけるよう催した。令和

7 年度も状況をみて施設内外でのイベントを実

施していく。 

 

③介護内容の点検・見直し 

 利用者の個別援助と合わせて、フロア内業務

も各フロア副主任を中心に、フロア会議で検討

を行う。また、必要に応じ、各種委員会と連携

し、点検・見直しを行う。 

 

④身体拘束廃止、事故抑制と虐待防止への取り

組み 

 身体拘束廃止委員会にて身体拘束原則０を目

指す。また、身体拘束廃止についての研修を年

2回実施。 

  (4) 家族・地域交流 

 ① 家族参加型の行事の充実 

  年 2回以上の家族会、納涼祭などの家族参

加可能なイベントの開催を行っていく。 

 

 ② 地域行事への参加 

  地域社会の一員として、地域に根差し、開

けた施設になるよう、積極的に地域行事に取り

組んでいく。 

  

 ③ ボランティアの受入 

  随時受け付けている。ボランティア・施設

間で条件等を摺合せ、受け入れている。 

 区のボランティアセンターが実施している夏

のボランティアへ参加。また、施設でイベント

を催した際にも学生や一般のボランティアを積

極的に取り入れていく。 

 

 ④ 成年後見制度活用への支援 

  問い合わせ・相談がある際は説明を行い、

必要に応じ、関連機関の紹介を行う。 

 

 (5) 苦情相談窓口 

  苦情受付担当者：生活相談員早田拓未 

  苦情解決責任者：施設長茂木孝之 

  第 三 者 委 員：高橋清子 ℡3381-0018 

  第 三 者 委 員：宇都宮幸雄 ℡3381-6558 

 

 (6) 入退所 

生活相談員、介護支援専門員を中心に、他

職種との連携を図り入退所事務の円滑化を図る。

入所については、入所検討マニュアルの見直し

により円滑、迅速な入所を実現する。 

 

(7) 個別サービス計画 

介護支援専門員を中心に他職種協働し、時

宜に応じて作成、変更する。本人・家族参加型

カンファレンスを実施し、各職員が利用者、家

族とのより密接な関係を構築し、その意向、要

望を常に反映できるよう努める。居室担当によ

る個別アセスメントとADL表の作成を促進し、

より個別的ケアの充実と職員意識のレベルアッ

プを図る。個々の計画の評価システムを円滑に

行い、より質の高いケアサービスが提供できる

よう調整、実施する。 
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(8) 終末期・看取り 

事前に意向確認を実施し、終末期への円滑

な移行を援助し、他職種と共同し当たる。また、

緊急連絡網の見直しを随時行ない整備する。有

事の際は、意向に沿った個別サービス計画を作

成し、関係機関との連絡調整を行なう。 

 

(9) 権利擁護への取組み 

 虐待防止・成年後見制度・地域権利擁護

などを施設内外において啓発を図る。施設内に

おいては、幅広いケアの方向性を見出すための

助力となるよう努め、施設外においては、地域

の福祉資源として地域貢献できるよう努めてい

く 

(10) 入退院 

 入院時には必要な情報、物品を届け速や

かに入院先との連携を図る。退院の際には、ご

家族との相談に適切に対応し、退院時の ADL

変化に合わせ、他職種との連携を図り、円滑な

受け入れを実現する。 

(11) 地域連携の促進 

 地域包括支援センターと協働・連携を図

り福祉相談会を開催し、施設スペースを提供す

ると共に地域住民との交流を図る。 

 

 

    四 健康管理サービス部門 

 

   (1) 健康管理 

① 日常の健康管理 

・ 毎日   入浴時及び要観察者並びに週 2

回の入浴時、検温・検脈・血圧の測定、排尿、

排便チェック、その他睡眠、疲労、運動量、

栄養状態の観察 

・ 毎月   体重測定 血糖測定（糖尿病既

往者 1～4回/月） 体重変化が著しい方や栄

養状態のチェックが必要な方には都度行っ

ていく。 

・ 年 1回  健康診断 

② 離床促進 

・ 毎日のアクティビティズ、日光浴やディコ

ーナーの憩いなどに組み込む。 

・ 原則として日中は、寝間着から部屋着に着

替える。起床後は、毎日ベッド及び周辺を

整理する。 

・ 一日の食事や入浴あるいはアクティビティ

ズを離床の機会としてとらえる。 

 

③ 衛生管理 

利用者が快適に過ごせるように日常的な保

健、衛生サービスの充実に努めるとともに、

常に建物内外の清潔を保持するように心がけ

る。 

・ 利用者の衛生管理及び施設内の清潔を保つ

ため、以下の基準を設定する。 

 

 

 2  医療体制 

 

① 診療所の開設と医師の配置 

・  名 称  和 田 堀 ホ ー ム 診 療 所       

(開設日平成 12年 4月 27日第 109) 

・ 管理者 内科医(非常勤) 

・ 診療科目及び医師(非常勤)の配置 

   内科  2名  整形外科 1名  

 皮膚科 1名  精神科  1名 

・ この他、看護師 5 名及び機能訓練士 (非常

勤)を配置している。 

・ 業務内容 利用者の健康管理を主として、

必要に応じて診察及び治療を行う。また、定

期健康診断を行う。処方箋の発行は、各配置

医の診療所が行う。 

・ 診察日(予定) 

診療予定 

 

科目 曜日 時間 

内科１ 毎週土曜日 15：00～ 

内科２ 毎週水曜日 13：30～ 

整形外科 月１回第３金曜日 13：30～ 

皮膚科 月１回第３水曜日 13：30～ 

精神科 月２回第１・３土曜日 13：30～ 
 

配置医又はホームの都合で変更する場合もあります 

 

・ 機能訓練予定 

機能訓練   毎週水曜日１４時～ 

また、看護師若しくは介護職員等による補充

訓練を行うことがあります。 

・ 管理者及び配置医の役割 

 管理者は、診療所全般を管理し、適正な運
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営を行う。また、診療所管理及び運営に必要

な範囲(月 1回程度)で診療所に勤務する。 

  配置医は、定期勤務し、また必要に応じて

臨時に勤務し、健康管理等の業務を担任し、

あるいは助言・指導する。 

・ その他  運営上必要が生じた場合には他

の診療科目の設置を検討する。 

・ 薬剤類は、必要最小限度を配置する。 

② 協力医療機関   救世軍ブース記念病院 

 ・ 協力病院は、利用者の通院、入院の受入れ、

利用者の診察及び健康管理に関わる助言、指

導等の支援を行う。また、他の病院との調整

等も行う。 

③ 協力歯科医療機関  川本歯科医院  

④ 通院協力医療機関及び救急医療機関 

  杉並区医師会等の助言により別途協力要請

を行う。 

⑤ 健康相談  常時、相談に応じられる体制

及び相談日等を設け、利用者の異常の早期発

見、不安の緩和を図る。居室巡回においても

健康チェックを重視する。 

⑥ 健康教育  利用者対象はもとより職員の

知識技術向上のために積極的に月１回、ター

ミナルケア、感染症、疾患名、救急処置等勉

強会を開催する。 

⑦ 虐待防止対策  委員会を設置し、利用者

の人権及び尊厳を守るための活動を行なう。 

⑧ 他機関との連携  協力病院、協力医療機

関以外の医療資源を開拓し、連携を図り、医

療体制の充実を図る。 

⑨ 救急対策  重症に陥る前に状態観察を行

い、早期発見早期対応に努める。突発的、緊

急時は.救命看護を実践し救命に努めるとと

もに救急隊に連結する。このため、協力も医

療機関や救急隊とは日頃から良好な関係を築

くよう心がける。また、救急時マニアルに沿

って対応する。 

⑩ 施設内感染予防対策 

・ 風邪やインフルエンザ対策として、うがい

や手洗いの励行等の周知に努める。 

・ インフルエンザ予防接種を実施する。 

・ 食中毒対策として、手洗いの励行、食品の

持ち込み禁止を周知し、予防に努めていく。 

・ 疥癬対策として、寝具や畳の日光消毒を定

期的に実施するようにしていく。 

・ 感染症予防についてのマニュアルにそって、

排泄介助時の手袋、マスク着用を徹底するこ

とで、感染予防に努めていく。 

 新型コロナウイルス対策も務めていく。 

⑪ 看護体制    ２４時間体制のチームナ

ーシング体制をとり、看護計画の実践とケー

スカンファレンス等における看護内容の評価

を行い、適正化を図る。また、他の職種職員

に対して、医療・看護面について指導・助言

を行う。薬品類については、適正管理を行う。 

⑫ 家族支援   利用者の健康医療管理には

家族の協力が不可欠なため、情報交換等の密接

な連携を図るとともに、家族が面会来訪等の機

会をつくられるよう支援する。 

⑬ 在宅医療   在宅医療の施設内実践につ

いては、現在社会的な課題となっていること

に鑑みて、その動向をみながら必要やむを得

ない範囲で行うこととする。 

⑭ ターミナルケア 

  医師が終末期にあると判断した利用者に対 

して、本人又は家族等の同意を得て、施設 

との話合いにより検討して行う。また、タ 

ーミナルケアを行う際には、関係医療機関 

と家族との連携を図りながら実施していく。 

 

3  リハビリティション 

 

① 基本方針 

・  利用者の生活空間の拡大、生活の質の向上

を目指し、個別及び集団的な訓練等による援

助を行う。 

・ リハビリティションは、利用者の地域社会

の中でよりよい生活が送られることを目的に

した機能訓練と自立支援への援助を行う。 

・ 認知症利用者には、主に精神活動の維持、

活性化を目的としたグループワーク等によ

る援助を行う。 

・ 音楽療法を取り入れる。 

② 介護 

   ADL の向上が期待される利用者に対して

は、医師、機能訓練士、看護師等が連携して

日常生活においても機能改善を目的とした生

活の援助を行なう。 

レクリエ―ション活動等に十分参加できな

い利用者を中心に、ADL 維持、利用者間の交
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流、精神活動の維持・活性化、離床活動等を

目的としたグループワークを行う。 

③ 機能回復訓練室 

機能訓練士等による重点的、個別的及び集

団的にリハビリティションを行う場とする。 

リハビリティションが行われない時間帯の、

その他の時間帯には利用者のアクテビティに

活用する。 

  

五 食事サービス部門 

 

1 基本方針 

① “楽しい食事”“リハビリとしての食事”“見

える食事”の実現 

② 入居者ニーズに合った食事提供（個人対応

食の工夫と充実） 

③ 生活の場にふさわしい企画食、行事食の実

施と季節の特徴を表す献立の作成 

④ ケアマネジャー・医務職員・介護職員との

連繋、及び実態の確認と対応策の実施 

⑤ 入居者家族との連繋 

⑥ 入居者個人別栄養アセスメントの作成 

⑦ 献立と実施調理の一致 

⑧ ソフト食、やわらかご飯など利用者へ少し

でも本来の食事に近いものを提供できるよう

に取り組んでいく 

2 栄養ケア・マネジメント 

① 栄養スクリーング 

 利用者の低栄養状態について関連要員を含め 

てリスクなどを判断する 

② 栄養アセスメント 

 栄養リスク者の改善指標やその程度を評価・

判定する 

③ 栄養ケア計画の作成 

 多職種協働による栄養ケアや栄養補給などの

協議をし、栄養改善上の達成すべき目標を設

定する 

④ 実施・チェック 

 栄養ケア計画を実施し、計画通りに実施され

ているかどうかをチェックする 

⑤ モニタリング 

 定期的に生活機能の状況を検討しつつ、栄養

状態のモニタリングを行なう 

⑥ 評価 

 ３ヶ月後に最終的な評価を行い、目標が達成

されていなければ多職種を交え協議し計画を

続行するか計画の修正を行なう 

 以上６項目をサイクルとして実施し、サービ

ス評価や継続的なサービス改善に繋げていく 

 

3 実施計画 

① 食事時間 朝食 7時 45分  

昼食 12時  

夕食 18時 

食間時間 朝食－夕食: 10 時間 15 分  

夕食—朝食:13時間 45分 

② 適時適温 配膳時適温基準目安 米飯約

50℃ みそ汁など約 60℃ 

③ 食事の種類、形態 

一般食  常食・粥食（全粥、七部粥、五

部粥、三部粥、重湯）ミキサー食    

  特別食  医師の指示により実施（糖尿病

食、貧血食、腎臓病食、肝臓病食、経

管流動食、検査食等）形態 そのまま、

一口大、きざみ、極きざみ、ミキサー 

 

 

 

 

 

 

 

④ 代替食・選択食 

・ 主食、主菜に対して嗜好を含め代替食を配

食する。 

・ 体質禁忌その他著しい嗜好等への対応とし

て代替食を配食する 

・ その他朝・昼・夕食について主食の選択食

を配食する  

⑤  行事食など 

・ 月例誕生会に誕生会食（毎月第 4 日曜日、     

誕生月の方にはカード） 

・ 主な行事 正月おせち料理、節分会食、ひ

な祭り食、お花見食、端午の節句食、土用の

丑の日食、納涼祭食、敬老会食、七夕、クリ

スマス会 

・ 年２回、和田堀喫茶を開催し、毎日のおや

つと違った喫茶店の雰囲気を楽しんでいただ

く 

・ 選択食 9 月を除いた毎月 1 回、２種類の

お粥の種類
種類 　　割合

全粥 粥１０：重湯０

七部粥 粥７：重湯３

五部粥 粥５：重湯５

三部粥 粥３：重湯７

重湯 粥０：重湯１０  
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献立より選んでいただく 

⑥ 多様な食器  献立の内容に合った食器

で盛り付けできるような多様な食器を配備す

る。材質は軽量及び落としても割れないメラ

ミン製食器とする 

⑦ 食事の人員配置（カッコ内は５階食堂人数） 

    最低介護職員  朝食時６名（２名） 昼

食時９名（２名）夕食時６名（２名） 

⑧ 食事サービスの分担 

栄養士 献立作成基準の作成、委託業者指導、

栄養指導、喫食指導      

 調理部門 給食調理、食器洗浄及び保管、厨

房等衛生管理、食材料適正管理、配

膳車運搬管理、 

※令和7年2月より調理スタッフを法人の直接

雇用として、数名を新たに調理補助として募集

を行っている。 

 介護職員  手洗い介助、おしぼり等食前サ

ービス、配下膳、配茶サービス、食

事介助、喫食状況観察、居室食堂間

の誘導、居室配下膳、残菜量観察 

⑨ 検食・保存食・非常食 

     検食は、厚労省の「検食を効果的に行う

チェックポイント」により喫食し記録する 

  保存食は、一品 50ｇ程度を２週間、冷凍

保存する（原材料、調理済み食品）。 

   非常食は、備蓄食品として 3日分を確保

する 

⑩ 会議等 食事委員会  

⑪ 日常のおやつ 

午前10時に水分補給を目的とした牛乳等

の配食と、午後3時にはおやつを配食する。 

調理部門が各階に搬送し、介護職員が配

膳する。不在又は喫食遠慮の場合、介護職員

は管理・保管する 

⑫ 喫煙・飲酒 

施設内喫煙室以外禁煙。 

酒類は、介護職員室にて保管。介護職員が

飲酒量等も管理して居室にて行ってもらう。 

⑬調理補助業務 

 令和 7年 2月より調理方法に「クックチル」

システムを導入した。引き続きHACCP（ハサ

ップ）に基づいた衛生管理を徹底していく。 

 

 

4 献立作成 

  入居者の個々の心身状況を勘案し、個別栄養

量を求める。“見える食事”に鑑み、主食品の

ほか副菜品等を提供し、また、嗜好や歳時、季

節感を味わえる時宜を得た献立計画を作成す

る。一方、栄養障害にも配慮する。 

 

5 食中毒予防対策 

   入居者及び職員の手洗い、うがいの励行を徹

底し、また食中毒予防教育など衛生管理教育を

実施する。 

        

六 家政サービス部門 

 

    

 (１) 清掃・洗濯 

① 居室管理 

居室は、プライバシーを確保するとともに、清

潔に心がけ、ベッド、床頭台はきれいにし、換

気、温湿度調節にも配慮する。 

私物整理は可能な限り本人が行うことが重要で

あり、職員が援助する場合は、本人の意思を尊

重し、了承を得て自立支援として行う。 

その目的は、清潔の保持と快適で美的な日常生

活の環境を整えることにあるものとする。 

 

② 洗濯 

１ 共用物と私物の区分 

共用とするもの---バスタオル、タオル、寝具類 

私物とするもの---下着、寝間着、日常着等 

２ 交換回数 

寝具類(包布、シーツ、枕カバーなど)  

-----------------週 1回(リース) 

寝間着   -----------------週 2回 

下着    -----------------適宜 

ベッドサイドカーテン、窓カーテン    

-----------年 1回及び適宜(委託) 

 

③ 清掃 

１ 業者委託によるもの 

居室、各階床(便所を含む)、窓(ガラス拭き)、バ

ルコニー、テラス、5 階及び地階各設備(浴室、

機能回復訓練室、理美容室、男女更衣室、大小

会議室等)、事務室等         

２ 職員の行うもの 
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各居室の床頭台、ベッド、シーツ交換等委託に

よらないもの 

 

七 安全対策部門 

 

（１）安全対策部門会議 

 

毎月1回施設内の安全対策について会議を行う。 

担当者：寺井広貴

 

 

第三 短期入所生活介護事業(ショートステイサービス) 

 

 ※介護職員の不足のため、令和 6年 8月 1日

よりサービスを休止している（ただし、空床の

利用は行う）。担当する生活相談員をまだ採用で

きていないため、再開日は未定だが、採用出来

次第、再開日程については、調整する予定であ

る。 

 

１ 基本方針   

介護支援専門員等と連携・協働し、利用者のニ

ーズをしっかりと捉えて、適切なケアを提供す

るとともに、介護者の介護負担の軽減や介護力

の強化を図り在宅生活を支援する。  

  

・ 利用者の心身状況を把握し個人の能力に応じ

た支援を行い、健康と身体機能の維持・向上に

努める。家庭に合わせた状況での利用を目指す  

・ 利用者と家族との信頼関係を築くとともに、

介護支援専門員などと連携を図るなどチームア

プローチの視点を重視する  

・ 利用者の個別の短期入所生活介護計画書を作

成し、それに基づき総合的・計画的な援助を実

施する  

・ レクリエーションへの参加や利用者同士での

交流を深めながら、生活意欲を高め、精神活動

の活性化を図る  

・ 医療ニーズの高い利用者についても個別に検

討し、かかりつけ医や訪問看護ステーションと

も連携しながら、利用につながるように努める  

  

２． 規模  

定員  12 名    

送迎エリア   杉並区内全域  

 受入市町村  杉並区外も申込に応じて対応す

る  

    

３． 利用の定着と利用率の向上への取り組み  

・ 各居宅介護支援事業所への空き室状況の連絡

を積極的に行う  

・ 予約作業の効率化を目指し、月別居室予約シ

ステムの導入の実施  

・ 入退所時の対応マニュアルの定期的な見直し

と改版の実施 

 

 

 

第四  通所介護事業（デイサービスセンター） 

 

１. 基本方針  

利用者が自分らしく人生を送れるように、喜び

や生きがいとなりえるような場を提供すること

を目指す。  

・ 可能な限り自立した在宅生活を営むことがで

きるよう支援する  

・ 利用者の心身機能の維持・向上と社会的孤立

感の解消を図る  

・ 家族や介護者の身体的・精神的負担の軽減を

図る  

・ 認知症対応型デイサービスとしての専門性を

高め、近年増えつつある若年性認知症の方や

様々な認知症を抱えている方々を積極的に受け

入れ、個々に合ったケアサービスの提供を目指

す  

・ 個別の通所介護計画を作成し、計画的な支援

を実施する  

  

２． 規模  

・ 定員  1 日 12 名  
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・ 営業日 年中無休  

・ 送迎エリア 

   和田、堀ノ内、高円寺南・北、阿佐ヶ谷南・

北、成田東・西、梅里、松ノ木、大宮、和泉、

方南。※一部範囲外あり 

３． サービス内容  

・ 日常生活上の介護（食事、排泄、入浴、移動）  

・ 健康状態の観察、確認と対応  

・ 個別および集団プログラムの提供  

・ 介護だけでなく生活全般に関することなどの

相談、助言を実施  

・ 認知症の進行を防ぐ目的で、回想法やカード

を使ってのゲーム等を実施  

・ 特養利用者、近隣保育園や地域のボランティ

アとの交流  

・ 季節を感じられる行事（納涼祭、敬老会、ク

リスマス会等）の開催 

 

４． 稼働率向上への取り組み 

 

・各居宅介護支援事業所への空き状況の連絡を 

積極的に行う。 

・各居宅介護支援事業所へアポイントを取り、 

営業活動を積極的に行う。 

・通所だより、宣伝チラシの発行 

・行事のチラシ発行（臨時利用をつのる） 

・利用の定着維持のため、既存利用者満足度を

上げて新規利用者の獲得につなげる。 

   

 

第五 居宅介護支援事業所 

 

 

１． 基本方針  

利用者が住みなれた地域や自宅で、自分ら

しく人生を送れるように、家族や介護者、諸機

関と連携し、必要なサービスを提供する。  

・ 利用者、家族の意向を充分汲み入れ、ニ

ーズに沿ったサービスを提供する  

・ ニーズ変化への迅速かつ適確な対応を行

う  

・ 各併設事業所の利点を生かしたトータル

サービスの展開を図る  

  

２． 業務内容  

・ 居宅サービス計画（ケアプラン）の作成  

・ 関係諸機関との連絡調整  

・ 要介護認定申請代行  

・ その他上記に付随する業務  

・ 杉並区要介護認定調査 委託事業  

  

３． 規模  

  ①居宅サービス計画（ケアプランの作成）  

  ・ 提供可能件数    居宅介護支援３５件  

  ・ 提供地域    原則として、杉並区和田、

堀ノ内、高円寺南  

  ・ 営業日   月～金（祝日、12 月 29 日

～1 月 3 日は除く） 

 ②要介護認定調査 委託月 8件程度
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